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移住パンフレットを作成、東京での移住フェア
への出展、各種メディアへの広告宣伝を行い
八雲町のPR活動を行った。その他に移住相
談ワンストップ窓口として適切に対応し、ま
た、土地の無償譲渡や町なか案内を行い移
住者の確保に努めた。
出生数の増については、総合計画アンケート
利用による子育て世代等の分析を行うことが
できず、既存の事業のみの実施となった。ま
た、総合子育て支援施設整備も庁内協議を継
続実施していく状況であるため、当初計画より
事業効果が出ていない。

地域全体の少子高齢化・人口減少と相
まって、就業者の高齢化、後継者不足
（労働力不足）、生産力の低下など大きな
懸念材料であり、人材の確保と育成が急
務である。そのため産業間の連携を図
り、人材の確保と育成の仕組みづくりを
推進するため、子育て環境整備、移住定
住促進を図っていく。
平成２８・２９年度の２カ年をかけ総合計
画を作成する際のアンケート調査を２次
利用し、若い世代及び子育て世代が何を
求めているか等の分析や、空家バンクの
制度化、町PR活動を行う。

八雲町産業人材
確保・育成事業
（移住子育て推
進事業）

移住に関しては、事業内容の大幅な見直しは行わず実施
していく。
出生数に関しては、既存の事業を継続実施し、現状の数
値を維持していくことを目標とする。また、総合子育て支援
施設整備の庁内協議の早期開催に努め、子育て環境の
整備を図っていく。

99人（5人減）

113人

指標① 移住者数　６人の増

5人

7人（2人増）

11人

指標② 出生数　９人の増

104人

3,524,000円
（1,297,204円）

地方創生推進交付金　事業実施結果

今後の方針事業名 事業目的
手段

（どのような手法、手順で行ったか） 指標

本事業における重要業績評価指標（KPI）

数値（交付金充当金額）

当初充当予定金額
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